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コ
ロ
ナ
と
と
も
に

理
事
長　

本
　
地
　
正
　
治

　

月
日
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
令
和

３
年
も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
国

内
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
報

告
さ
れ
て
か
ら
、
１
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い
よ
う
に
日
々
注
意

を
払
う
こ
と
で
、
気
の
休
ま
る
と
き
の
な

い
、
お
疲
れ
の
長
い
１
年
半
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
禍
か
ら
、
１
日
で
も
早
く

日
常
を
取
り
戻
す
最
有
力
な
手
段
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
だ
と
言
わ
れ
、
現
在
は
、
国

を
挙
げ
て
、
接
種
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が

図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
号
を
お

読
み
の
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
多
く
の
方
々
が
１
回
又
は
２
回
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
国
民
の
ほ
と

ん
ど
に
行
き
渡
る
ま
で
に
は
、
当
分
の
間

を
要
す
る
よ
う
で
す
。
も
う
し
ば
ら
く

は
、
淡
々
と
個
人
レ
ベ
ル
で
の
感
染
防
止

策
に
努
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
当
会
で
も
行
事
を
行

う
時
に
は
、
次
の
よ
う
な
感
染
防
止
策
を

と
っ
て
い
ま
す
。

・
体
調
の
悪
い
人
は
自
主
的
に
行
事
に
参

加
し
な
い
。

・
参
加
時
に
は
、
全
員
が
マ
ス
ク
を
常
時

着
用
す
る
。

・
毎
月
１
回
の
西
向
寺
で
の
供
養
読
経
に

つ
い
て
は
、
本
堂
へ
の
出
入
の
際
に
は

手
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
励
行
し
、
で

き
る
だ
け
距
離
を
取
っ
て
着
席
し
、
読

経
の
発
声
は
ご
住
職
の
み
と
し
、
参
列

し
て
い
る
会
員
は
黙
読
し
心
の
中
で
唱

え
る
。
ま
た
、
本
堂
の
南
北
の
窓
を
開

放
し
て
適
度
な
換
気
を
行
う
。

・
非
常
事
態
宣
言
下
で
は
、
行
事
は
清
掃

の
み
と
し
、
公
共
の
交
通
機
関
利
用
者

は
参
加
し
な
い
。
ま
た
、
集
合
し
て
行

う
会
議
は
文
書
を
郵
送
し
て
行
う
。

　

当
分
の
間
は
、
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な

防
止
策
を
徹
底
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
５
月
の
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
、
こ
の
祭
典
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
で
あ
る

「
花
ぐ
る
ま
」
が
、
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
Ｄ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
さ
ん
他
多

く
の
歌
手
に
よ
り
、
朗
ら
か
に
歌
わ
れ
ま

し
た
。

  

♪
花
が
輪
に
な
る　

輪
が
花
に
な
る

  

ま
わ
れ
輪
に
な
れ　

ま
わ
る
地
球
は

  

花
ぐ
る
ま

　

平
和
を
謳
う
花
の
祭
典
に
ふ
さ
わ
し

く
、
軽
快
で
夢
と
微
笑
み
を
与
え
て
く
れ

る
曲
で
す
。

　

ラ
イ
ブ
配
信
で
、
５
月
の
青
空
に
明
る

く
爽
や
か
に
響
き
渡
る
こ
の
曲
を
聴
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
笑
顔
と
元
気
を
も
ら
っ

た
方
が
沢
山
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

原
爆
死
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て

　
本
年
も
八
月
六
日
が
近
づ
い
て
参

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
に
つ
い

て
は
「
緊
急
事
態
宣
言
」
は
解
除
さ
れ

ま
し
た
が
、依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、追
悼
式

は
自
由
参
拝
と
し
、
昨
年
同
様
、
式
典

は
行
わ
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

活
動
の
様
子
　
令
和
３
年
３
月
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ご
あ
い
さ
つ

お
世
話
に
な
る
方
々

広
島
市
健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課

福
祉
医
療
担
当
課
長

金
谷
淳
子

　

広
島
県
動
員
学
徒

等
犠
牲
者
の
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
か
ら
本
市
行

政
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年

金
課
福
祉
医
療
担
当
課
長
に
就
任
し
、援

護
行
政
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
負
傷
さ
れ
、
あ
る

い
は
最
愛
の
御
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
き
に

わ
た
り
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
大
き

な
苦
痛
に
耐
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

痛
み
は
い
か
ば
か
り
か
と
拝
察
申
し
上

げ
ま
す
。

　

戦
後
七
十
五
年
を
過
ぎ
、
当
時
を
知

る
方
々
の
高
齢
化
も
進
み
、
記
憶
の
風
化

が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
今
日
の
わ
が
国
の

平
和
と
繁
栄
の
礎
は
数
多
く
の
動
員
学

徒
や
女
子
挺
身
隊
員
の
方
々
の
尊
い
犠
牲

に
よ
り
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
昨
年
、
新
た
な
広
島

市
総
合
計
画
を
策
定
し「
国
際
平
和
文
化

都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
、「
世
界
に
輝
く

平
和
の
ま
ち
」、「
国
際
的
に
開
か
れ
た
活

力
あ
る
ま
ち
」、「
文
化
が
息
づ
き
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
ま
ち
」
と
い
う
三
つ
の
視

点
に
沿
っ
て
着
実
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
「
世
界
に
輝
く
平
和
の
ま
ち
」

づ
く
り
に
お
い
て
は
、
世
界
で
最
初
に
被

爆
し
、
廃
墟
か
ら
立
ち
直
っ
た
都
市
と
し

て
、
世
界
の
都
市
や
市
民
社
会
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
、「
平
和
へ
の
願
い
」
を
世
界

中
に
広
げ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

戦
後
の
復
興
・
成
長
を
支
え
、
こ
の
ま

ち
を
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
努

力
を
受
け
継
ぎ
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
引
き
続
き

御
支
援
、御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
会
の
益
々
の
御
発
展
と
、

皆
様
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

広
島
県

　

健
康
福
祉
局
長　
　
　

木
下　

栄
作

　

社
会
援
護
課
長　
　
　

辻　
　

和
夫

　

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

　

主　

査　
　
　
　
　
　

山
口　

博
幸

　

主　

査　
　
　
　
　
　

岩
井　

明
子

　

主　

査　
　
　
　
　
　

舩
石　

幸
恵

　

主　

任　
　
　
　
　
　

泉
岡　

幹
雄

　

主　

任　
　
　
　
　
　

熊
田　
　

雄

　
　

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

　
　

電
話　

０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
０
３
６

広
島
市

　

健
康
福
祉
局
長　
　
　

山
本　

直
樹

　

健
康
福
祉
局
保
健
医
療
担
当
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阪
谷　

幸
春

　

健
康
福
祉
局
保
健
部
医
務
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城　

昌
治

　

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

憲
治

　

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課

　

福
祉
医
療
担
当
課
長　

金
谷　

淳
子

　

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課
課
長
補
佐

　

（
事
）
管
理
係
長　
　

名
桑　

数
美

　

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
浦　
　

遥

　
　

電
話　

０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
１
５
９

　

健
康
福
祉
局
原
爆
被
害
対
策
部

　

調
査
課
事
務
指
導
員

　
（
慰
霊
等
事
業
補
助
金
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

勝
彦

　
　

電
話　

０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
１
９
１

西向寺本堂での会議 西向寺本堂での読経 西向寺本堂でのミーティング
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令
和
２
年
度
事
業
報
告
書

１　

広
報
活
動
の
実
施

⑴
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
案
内

　
　

会
報
「
と
も
し
び
第
132
号
」
の
送
付

に
合
わ
せ
追
悼
式
の
案
内
を
送
付
し

た
が
、コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り

式
典
を
急
遽
中
止
す
る
こ
と
と
し
全

会
員
に
葉
書
連
絡
し
た
。

⑵
会
報
「
と
も
し
び
」
の
印
刷
・
配
布

　

・
令
和
２
年
６
月
30
日
付
け
第
132
号

　
　

１
、０
０
０
部

　

・
令
和
２
年
11
月
30
日
付
け
第
133
号

　
　

９
５
０
部

⑶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

　

ア　

会
報
「
と
も
し
び
」
の
掲
載
132

号
・
133
号

　

イ　

ア
ク
セ
ス
数
（
令
和
３
・
３
・
31
）

　
　
　

7
、９
１
８
件
（
２
年
度
ア
ク
セ

ス
数
893
件
）

⑷
「
慟
哭
の
証
言
」
等
を
関
係
機
関
等
に

配
布

　
　

慰
霊
塔
に
千
羽
鶴
を
献
納
し
て
い

た
だ
い
た
学
校
等
へ 

冊
子
「
働
哭
の

証
言
」
等
を
送
付
し
た
。

　
　

送
付
数
：
５
件
（
昨
年
度
19
件
）

⑸
慰
霊
塔
説
明
文
の
設
置

　
　

慰
霊
塔
の
説
明
文
を
常
時
設
置

し
、
参
拝
者
の
理
解
の
一
助
に
し
た
。

　
（
１
万
部
配
布
）

⑹
動
員
学
徒
等
の
顕
彰
と
会
の
設
立
趣

旨
の
広
報

　
　

慰
霊
塔
の
清
掃
日
等
を
利
用
し
て
、

随
時
、
参
拝
者
に
対
し
て
原
爆
、
空

襲
、動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
状
況
等
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

２　

第
64
回
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
挙
行

　

日　
　

時　

令
和
２
年
８
月
６
日(

木)

　
　
　
　

午
前
８
時
か
ら

　

場　
　

所　

動
員
学
徒
慰
霊
塔
前
広
場

　

実
施
内
容　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

蔓
延
の
た
め
式
典
は
中
止
と
し
た
。

　
　
　

献
花
・
テ
ン
ト
を
設
置
し
、
原
爆

投
下
時
刻
に
は
役
員
に
よ
る
黙
祷

を
実
施
し
、
会
員
は
自
由
参
拝
と

し
た
。

　
　
　

ま
た
、
死
没
者
名
簿
の
閲
覧
対

応
を
行
っ
た
。
閲
覧
希
望
者
数
は

26
件
で
あ
っ
た
。（
昨
年
度
20
件
）

３　

動
員
学
徒
慰
霊
塔
の
清
掃
・
供
花
・

英
霊
供
養

開
催
日

内　
　
　

容

２
・４
・６

理
事
会

議
案
第
１
号　

令
和
元
年
度

収
支
予
算
の
補
正
に
関
す
る

件
議
案
第
２
号　

令
和
２
年
度
事

業
計
画
に
関
す
る
件

議
案
第
３
号　

令
和
２
年
度
収

支
予
算
に
関
す
る
件

２
・４
・
20

監
事
会

令
和
元
年
度
決
算
関
係
監
査

２
・５
・７

理
事
会
（
書
面
決
議
）

議
案
第
１
号　

令
和
元
年
度

事
業
報
告
に
関
す
る
件

議
案
第
２
号　

令
和
元
年
度
決

算
の
承
認
に
関
す
る
件

議
案
第
３
号　

定
時
評
議
員
会

の
招
集
の
決
定
に
関
す
る
件

議
案
第
４
号　

理
事
、
監
事
及

び
評
議
員
の
選
任
に
関
す
る

件

２
・５
・
22

定
時
評
議
員
会
（
書
面
決
議
）

　

合
計
22
回
延
338
人
参
加（
昨
年
度
382
人
）

４　

役
員
会
等
の
開
催

５　

研
修
会
の
実
施

　

取
り
や
め
と
し
た
。

６　

そ
の
他

⑴
慰
霊
塔
の
修
繕
及
び
周
辺
の
環
境
整
備

年
月

工
事
名

工
事
内
容

備
考

２
年

７
月

慰
霊
塔

補
修

慰
霊
塔
に
発
生

し
た
ひ
び
割
れ

の
補
修

本
会

実
施

⑵
谷
口
了
子
副
理
事
長
が
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
（
令
2
・
12
・
10
）

⑶
会
員
数

　

令
和
３
・３
・
31　

740
人

議
案
第
１
号　

令
和
元
年
度

　

事
業
報
告
に
関
す
る
件

議
案
第
２
号　

令
和
元
年
度

決
算
の
承
認
に
関
す
る
件

議
案
第
３
号　

理
事
、
監
事
及

び
評
議
員
の
選
任
に
関
す
る

件

２
・５
・
22

理
事
会

　

理
事
長
及
び
副
理
事
長
の
選

定
の
件

２
・７
・
20

理
事
会

　

原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
実

施
打
合
せ

２
・９
・９

原
爆
死
没
者
追
悼
式
反
省
会

３
・３
・
24

理
事
会
・
評
議
員
会

議
案
第
１
号　

令
和
２
年
度
収

支
予
算
の
補
正
に
関
す
る
件

議
案
第
２
号　

令
和
３
年
度
事

業
計
画
に
関
す
る
件

議
案
第
３
号　

令
和
３
年
度
収

支
予
算
に
関
す
る
件

月　

日

参
加
者
数

供
養
会（
西
向
寺
）

4
月
6
日

16
人

○

4
月
20
日

12
人

5
月
1
日

中
止

5
月
7
日

11
人

―

5
月
22
日

16
人

6
月
10
日

19
人

○

6
月
22
日

16
人

7
月
6
日

17
人

○

7
月
20
日

16
人

8
月
5
日

18
人

○

8
月
20
日

15
人

9
月
9
日

16
人

○

9
月
18
日

13
人

10
月
7
日

18
人

○

10
月
21
日

15
人

11
月
9
日

16
人

○

12
月
7
日

16
人

○

12
月
18
日

14
人

1
月
6
日

15
人

―

2
月
10
日

18
人

―

3
月
11
日

21
人

○

3
月
24
日

20
人
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科　　目 当年度A 前年度B 増減A-B 増減理由
Ⅰ　経常利益経常費用
　1 経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　事業収益

追悼式典事業収益 137,000  346,500 △209,500
　　　受取補助金等

地方公共団体補助金 397,000 552,000 △155,000
　　　受取寄付金

受取寄付金 271,000 100,500 170,500
　　　雑収益

受取利息 49,052 52,029 △2,977
雑収益 396,637 880,199 △483,562

経常収益計 1,250,689 1,931,228 △680,539
　　⑵経常費用
　　　事業費

会　議　費 0 0 0
旅費交通費 217,300 299,600 △82,300
通信運搬費 281,607 213,979 67,628
消 耗 品 費 187,577 229,804 △42,227
修　繕　費 77,660 990,000 △912,340
印刷製本費 187,710 264,718 △77,008
光 熱 水 費 42,562 36,175 6,387
保　険　料 8,500 8,500 0
委　託　費 130,000 394,000 △264,000 式典縮小
賃　借　料 4,600 0 4,600
諸　謝　金 800,000 800,000 0
支払負担金 120,000 105,144 14,856
雑　　　費 104,500  164,812  △60,312

事業費計 2,162,016  3,506,732 △1,344,716
　　　管理費

会　議　費 0 0 0
旅費交通費 129,000 69,000 60,000
通信運搬費 99,077 85,851 13,226
消 耗 品 費 24,367  49,012  △24,645
印刷製本費 30,414 4,802 25,612
光 熱 水 費 0 0 0
賃　借　料 0 0 0
諸　謝　金 160,000 240,000 △80,000
公 租 公 課 21,000 21,000 0
支払負担金 289,568 300,000 △10,432
雑　　　費 112,013 260,616 △148,603

管理費計 865,439 1,030,281 △164,842
経常費用計 3,027,455 4,537,013 △1,509,558
当期経常増減額 △ 1,776,766 △ 2,605,785 829,019

　2 経常外増減の部
　　⑴経常外収益 0 0 0
　　⑵経常外費用 0 0 0

(単位:円)
令和２年４月１日から令和３年３月31日まで

令和２年度　収支決算書（正味財産増減計算書）
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日
　
和
　
隼
　
巳

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

村
　
輿
　
久
美
子

　

本
年
の
２
月
21
日
、
関
千
枝
子
さ
ん
が

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

広
島
県
立
第
二
高
等
女
学
校
２
年

だ
っ
た
13
歳
の
時
に
、
広
島
市
内
で
被
爆

さ
れ
た
関
千
枝
子
さ
ん
。
ご
自
身
は
体
調

不
良
で
休
ま
れ
て
い
た
も
の
の
、
爆
心
地

か
ら
1.1
㎞
の
雑
魚
場
町
（
現
中
区
）
で
の

建
物
疎
開
作
業
に
出
て
い
た
多
く
の
級
友

が
原
爆
で
亡
く
な
り
、
そ
の
後
約
30
年

経
っ
た
時
、
一
人
一
人
の
遺
族
を
探
し
出
し

て
取
材
し
、
約
10
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、

１
９
８
５
年
に
、
あ
の
日
の
級
友
の
足
取
り

と
最
期
を
克
明
に
追
っ
た
「
広
島
第
二
県

女
二
年
西
組
」
を
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
私
の
叔
母
（
母
の
妹
清
子
）
の

事
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
関
千
枝
子
さ
ん
に
初
め
て
お
会

い
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
５
年
前
、

２
０
１
６
年
８
月
６
日
の
こ
と
で
し
た
。

　

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
主
催
さ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
出
発
さ
れ
る
直
前
の
関
さ
ん
に

『
突
然
に
す
み
ま
せ
ん
。
私
は
第
二
県
女

２
年
西
組
だ
っ
た
石
川
清
子
の
姪
で
す
』

と
申
し
上
げ
る
と
『
あ
ら
ぁ
、
そ
う
で
す

か
ー
』
と
名
刺
を
差
し
出
さ
れ
、
懐
か
し

そ
う
に
亡
き
叔
母
の
事
を
色
々
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
８
月
６
日
、『
書
き
、
語
り
、

怒
り
を
持
ち
続
け
る
こ
と
』
講
演
会
。
ぜ

ひ
関
さ
ん
に
会
い
た
い
と
い
う
叔
母（
清
子

の
妹
）
を
連
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。
講
演

終
了
後
に
叔
母
は
、
関
さ
ん
と
直
接
お
話

す
る
こ
と
が
出
来
て
本
当
に
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
関
さ
ん
も
帰
り
の
車
の
中
で
『
ま

さ
か
石
川
さ
ん
の
妹
さ
ん
に
お
会
い
で
き

る
な
ん
て
ね
ぇ
。
良
か
っ
た
で
す
。』
と
何

度
も
仰
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

２
０
１
９
年
８
月
７
日
、
講
演
会
終
了

後
、
広
島
駅
ま
で
お
送
り
し
た
時
、『
何
時

の
新
幹
線
で
す
か
？
』と
お
聞
き
す
る
と
、

『
切
符
は
と
っ
て
な
い
の
。
だ
か
ら
、
来
た

の
に
乗
り
ま
す
か
ら
。広
島
か
ら
一
人
だ
と

ね
、
ど
こ
で
も
座
れ
る
ん
で
す
よ
。』
と
言

わ
れ
、カ
ー
ト
と
手
提
げ
袋
に
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
っ
て
、
さ
っ
そ
う
と
改
札
口
へ
と
向
か

わ
れ
た
87
歳
の
逞
し
い
関
さ
ん
で
し
た
。

　

２
０
２
０
年
８
月
６
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、『
二
年
西
組
』
の
朗
読
劇
を
さ
れ
て

い
る
大
阪
の
劇
団
員
の
方
々
と
一
緒
に
広

島
に
来
ら
れ
て
い
た
関
さ
ん
。
動
員
学
徒

慰
霊
塔
の
前
で
、
当
会
初
代
会
長
の
寺
前

妙
子
さ
ん
と
『
お
久
し
ぶ
り
で
す
ね
。
お

互
い
１
０
０
歳
ま
で
元
気
で
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
ね
！
』と
握
手
を
交
わ
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
90
歳
の
寺
前
妙
子
さ
ん

と
88
歳
の
関
千
枝
子
さ
ん
…
こ
の
お
二
人

の
よ
う
な
方
々
の
お
か
げ
で
、76
年
前
の
あ

の
日
の
事
、
核
兵
器
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ

を
伝
え
知
る
こ
と
が
出
来
、
今
の
広
島
が

あ
る
の
だ
な
と
思
っ
て
胸
が
熱
く
な
り
ま

し
た
。

　

亡
く
な
ら
れ
る
数
日
前
ま
で
現
役
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
関
千

枝
子
さ
ん
、
大
き
な
感
謝
と
と
も
に
慎
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

関
千
枝
子
さ
ん
を偲ん

で

で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

○
入
会
後
の
活
動
で
、
印
象
的
だ
っ
た
こ

と
、
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
？

　

事
務
局
で
は
、
皆
様
の
ご
協
力
で
円
滑

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
て
い
る

事
は
、冊
子
「
慟
哭
の
証
言
」
の
発
行
と
全

国
の
関
係
機
関
、
県
内
関
係
先
と
小
中
高

校
へ
の
配
布
事
務
、
財
団
法
人
か
ら
一
般
財

団
法
人
へ
の
移
行
事
務
で
す
。

○
今
後
の
会（
の
活
動
）へ
の
ご
希
望
は
？

　

今
後
共
、
単
独
法
人
と
し
て
活
動
で
き

る
の
が
最
良
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
会
員
の
高
齢
化
で
弱
体
化
は

免
れ
ず
、
運
営
安
定
の
た
め
の
選
択
が
必

要
と
な
る
と
思
い
ま
す
。会
員
の
若
返
り
を

図
り
単
独
運
営
を
進
め
る
か
、
関
係
団
体

と
の
連
携
で
法
人
強
化
を
図
る
か
、
今
後
、

本
会
の
方
向
づ
け
の
検
討
が
必
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

○
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
つ
い
て
、
な
に
か

ご
意
見
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
明
確
な
方
策
が

樹
っ
て
い
な
い
現
在
、
感
染
防
止
に
役
立
つ

と
思
わ
れ
る
事
を
国
民
全
員
が
取
組
む
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
、
高
齢
に
加
え
て
肺
炎
等

大
病
歴
を
抱
え
て
感
染
し
や
す
い
類
い
に

入
っ
て
お
り
ま
す
。
自
分
だ
け
の
感
染
で
済

め
ば
深
刻
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
他
人
様

に
は
時
間
が
か
か
っ
て
感
染
が
判
明
す
る

と
い
う
厄
介
者
で
す
か
ら
大
変
で
す
。

　

清
掃
等
奉
仕
活
動
へ
参
加
し
た
い
気
持

　

令
和
２
年
度
に
役
員
を
退
任
さ
れ
た
方

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

退
任
さ
れ
た
方
に
は
，
長
期
間
に
わ
た
る

活
動
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
最
近
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

　

年
齢
相
応
に
元
気
と
自
覚
し
て
お
り
、

自
治
会
活
動
、
老
人
健
康
体
操
参
加
、
そ

の
他
奉
仕
活
動
と
地
元
で
色
々
使
っ
て
頂

き
、
感
謝
の
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
で
は
感
染
拡
大
防
止

が
重
要
で
あ
り
、
特
に
私
は
高
齢
に
加
え

て
肺
炎
入
院
歴
も
抱
え
て
お
り
感
染
し
易

く
、更
に
こ
れ
が
他
人
様
に
感
染
さ
せ
る
迷

惑
を
考
え
る
と
、
自
分
な
り
の
対
策
も
必

要
で
す
。

○
“
被
爆
”
に
関
す
る
思
い
出
は
？
（
原

爆
に
関
す
る
思
い
は
？
）

　

私
自
身
は
被
爆
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

昔
職
場
に
お
い
て
、
よ
く
被
爆
体
験
を
聴

き
、そ
の
悲
惨
さ
に
身
震
い
し
た
も
の
で
す
。

　

叔
父
が
被
爆
死
し
、
残
っ
た
家
族
の
苦

労
を
見
て
き
ま
し
た
。

○
何
が
き
っ
か
け
で
当
会
へ
入
会
さ
れ
た

の
で
す
か
？

　

平
成
17
年
、
当
時
の
土
井
理
事
長
か
ら

お
誘
い
を
受
け
、
事
務
局
を
経
て
評
議
員
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は
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
落
ち
着
く
ま
で
は
動
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

動
員
学
徒
慰
霊
塔
が
昭
和
42
年
７
月

に
完
成
し
、
昭
和
43
年
３
月
に
は
動
員
学

徒
誌
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

機
に
、「
動
員
学
徒
を
し
の
ぶ
座
談
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
報
の
前
号
か
ら
引
き
続
き
、
座
談
会

の
模
様
を
掲
載
し
ま
す
。（
昭
和
43
年
３

月
30
日
発
行
「
動
員
学
徒
誌
」
か
ら
原
文

の
ま
ま
転
載
し
ま
し
た
。）

柿
原
蓉
子
（
旧
姓
正
田
）

　

私
は
女
学
校
（
広
島
女
子
商
業
学
校
）

一
年
生
の
時
家
屋
疎
開
の
後
始
末
の
作
業

中
に
原
爆
に
あ
い
、
幸
か
不
幸
か
生
き

残
っ
た
一
人
で
あ
り
ま
す
。
先
日
、
七
月

十
五
日
の
慰
霊
塔
の
除
幕
式
に
出
席
し
て

当
時
の
悲
惨
な
情
況
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い

浮
か
べ
て
感
無
量
な
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
遺
族
の
方
々
の
お
悲
し
み
は
、如
何

ば
か
り
で
あ
っ
た
こ
と
か
、私
た
ち
は
、あ

の
朝
元
気
に
出
動
し
た
の
に
、
な
ぜ
あ
の

よ
う
な
め
に
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
か
と
、
改
め
て
怒
り
が
こ
み
あ
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
多
く
の
学
友
が
死
没
さ

れ
た
の
に
、
私
一
人
が
生
き
残
っ
て
い
る

の
は
相
済
ま
な
い
気
が
し
て
思
わ
ず
涙
を

動
員
学
徒
を
し
の
ぶ

座
談
会
（
そ
の
二
）

呑
み
ま
し
た
。

　

あ
の
後
私
は
八
カ
月
床
に
臥
し
た
ま

ま
、
一
歩
も
歩
け
ず
医
師
か
ら
も
見
放
さ

れ
ま
し
た
が
、
翌
年
五
月
に
や
っ
と
復
学

で
き
る
身
に
な
り
、
卒
業
後
は
社
会
の
一

員
と
し
て
働
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
学
友

の
皆
さ
ん
の
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

司
会
者

　

田
中
さ
ん
や
正
本
さ
ん
は
当
時
動
員

学
徒
の
一
員
と
し
て
、
軍
需
工
場
で
汗
を

流
し
、
脂
に
ま
み
れ
て
働
か
れ
た
一
人
で

あ
り
ま
す
が
、
当
時
を
思
い
出
し
て
心
に

感
じ
ら
れ
る
こ
と
一
入
と
思
い
ま
す
が
。

田
中
勝
義

　

私
は
、
当
時
広
島
県
立
忠
海
中
学
校

四
年
生
で
、
呉
市
の
対
岸
に
あ
る
佐
伯
郡

大
柿
町
の
第
十
一
空
敞
に
動
員
さ
れ
ま
し

た
。戦
は
正
に
苛
烈
を
加
え
、呉
軍
港
や
呉

海
軍
工
廠
が
空
襲
を
受
け
る
さ
中
で
あ

り
ま
し
た
。
航
空
機
を
造
る
こ
と
が
第
一

義
で
あ
っ
た
の
で
、
私
た
ち
も
実
に
張
り

切
っ
て
や
っ
た
も
の
で
す
。
四
交
代
制
で

勤
務
し
、
大
豆
や
芋
飯
で
空
腹
を
訴
え
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
り
ま
し
た
が
、
い

や
「
勝
つ
ま
で
は
」
と
互
い
に
は
げ
ま
し

合
っ
て
ハ
ン
マ
ー
を
振
っ
た
も
の
で
す
。一

般
工
員
や
徴
用
工
達
は
、
や
や
疲
労
し
、

け
ん
た
い
を
来
た
し
て
い
た
も
の
で
す
。

従
っ
て
仕
事
の
能
率
は
上
が
ら
な
か
っ
た

が
、
学
徒
は
若
い
意
気
と
学
徒
と
し
て
の

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
率
先
し
て
任
務
を
遂

行
し
た
も
の
で
す
。
そ
こ
で
工
員
達
も
、

学
徒
に
学
べ
、
学
徒
に
続
け
と
い
う
こ
と

が
合
言
葉
で
あ
り
ま
し
た
。

　

空
襲
が
あ
れ
ば
、
軍
属
等
は
一
番
に
防

空
壕
に
も
ぐ
り
込
む
有
様
で
し
た
が
、
学

徒
は
最
後
に
壕
に
入
っ
た
も
の
で
す
。

　

戦
い
は
刻
々
と
苦
況
に
立
ち
ま
し
た

が
、
最
後
の
勝
利
は
吾
々
に
あ
り
と
信

じ
、
勤
務
は
楽
し
か
っ
た
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
従
っ
て
八
月
十
五
日
の
終
戦
の
詔

勅
を
聞
い
た
時
は
、
只
う
な
だ
れ
て
一
同

言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
達
は
全
く
学
業
は
放
棄
し
た
の
で

学
力
は
低
下
し
ま
し
た
が
、
戦
時
中
の
体

験
は
一
生
の
う
ち
で
何
よ
り
尊
い
教
訓
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

祖
国
の
発
展
，
世
界
の
平
和
の
た
め
に

は
吾
々
が
体
験
し
た
あ
の
気
魄
で
あ
り
た

い
も
の
と
思
い
ま
す
。

正
本
良
忠

　

私
は
当
時
広
島
高
等
師
範
学
校
附
属

中
学
校
一
年
生
で
、
六
月
頃
ま
で
は
広
島

市
内
建
物
疎
開
作
業
に
従
事
し
、
七
月
に

入
り
賀
茂
郡
原
村
の
食
糧
増
産
協
力
に

動
員
さ
れ
ま
し
た
。
原
村
で
は
お
宮
と
お

寺
に
分
宿
し
て
、
田
の
草
取
等
に
汗
を
流

し
た
も
の
で
す
。
私
の
学
校
で
は
二
年
以

上
四
年
生
は
軍
需
工
場
に
動
員
さ
れ
、
五

年
生
有
志
は
予
科
練
生
と
な
っ
た
も
の
で

す
。

　

広
島
の
原
爆
の
時
は
私
の
友
人
県
一

中
、
県
二
中
、
県
商
、
市
工
生
等
は
市
内

建
物
疎
開
作
業
に
従
事
し
た
た
め
殆
ん

ど
全
員
死
没
し
ま
し
た
。
私
の
長
兄
は

一
六
才
で
九
州
築
城
の
航
空
隊
に
、
次
兄

は
一
四
才
で
宮
島
の
包
浦
火
薬
工
場
に
何

れ
も
学
徒
動
員
と
し
て
勤
務
中
で
あ
り

ま
し
た
。

　

家
で
は
父
が
原
爆
の
た
め
死
没
し
苦
が

い
体
験
を
な
め
ま
し
た
。

　

当
時
私
た
ち
は
広
島
市
内
か
ら
郡
部

に
移
っ
て
い
た
の
で
一
命
を
拾
い
ま
し
た

の
で
学
友
の
こ
と
を
思
う
と
、
断
腸
の
思

い
が
い
た
し
ま
す
。
今
日
で
も
同
窓
会
を

開
く
度
毎
に
亡
き
学
友
の
た
め
、
そ
の
冥

福
を
祈
る
黙
禱
を
捧
げ
て
開
会
す
る
の

が
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
学
徒
は
学
業
を
な
げ
う
ち
、
動
員

作
業
に
従
事
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
幼

き
心
に
も
み
国
の
安
泰
を
希
っ
て
勤
労
に

従
事
し
て
、
不
平
心
は
露
程
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
達
は
動
員
学
徒
の
尊
い
犠

牲
に
対
し
敬
虔
の
念
を
も
っ
て
、
そ
の
冥

福
を
祈
る
と
共
に
、
そ
の
精
神
を
継
承
し

て
平
和
な
世
の
中
を
作
り
あ
げ
た
い
も
の

と
考
え
ま
す
。

司
会
者

　

広
島
県
で
は
い
ち
ば
ん
早
く
空
襲
を

受
け
た
の
は
海
軍
根
拠
地
の
呉
市
で
し

た
。
米
機
が
編
隊
で
襲
っ
た
時
は
、
広
島

か
ら
見
て
い
る
と
ま
る
で
蜂
の
巣
を
つ
つ

い
た
よ
う
で
し
た
が
、
判
田
さ
ん
は
呉
市

に
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
当
時
の
状
況
は

如
何
で
し
た
か

判
田
勇

　

私
は
終
戦
時
ま
で
呉
市
広
町
の
第
十
一

海
軍
航
空
廠
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
海

軍
工
作
庁
で
も
優
秀
な
飛
行
機
を
作
る

工
場
で
し
た
。
昭
和
二
十
年
頃
に
な
っ
て

熟
練
工
の
多
く
は
応
召
し
あ
と
に
は
兵
役

に
無
関
係
な
少
数
の
熟
練
工
と
見
習
工
、

徴
用
工
、
動
員
学
徒
、
女
子
挺
身
隊
等
が

必
死
で
海
軍
機
の
製
作
に
努
力
し
て
い
ま

し
た
。
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そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
三
月

十
九
日
、
艦
上
攻
撃
機
第
一
回
の
空
襲
を

受
け
ま
し
た
の
で
、
工
場
疎
開
も
一
層
急

を
要
し
従
業
員
の
毎
日
は
多
忙
を
極
め

ま
し
た
。
更
に
五
月
五
日
に
は
、Ｂ
29
の
大

空
襲
を
受
け
大
き
な
被
害
を
蒙
り
ま
し

た
。
そ
の
様
子
を
少
し
述
べ
ま
す
と
、
私

が
他
の
事
務
所
に
い
る
と
き
空
襲
警
報
に

入
っ
た
の
で
自
転
車
で
大
急
ぎ
自
室
に
帰

る
途
中
、中
学
四
、五
年
生
約
八
十
名
が
空

襲
も
知
ら
ぬ
げ
に
二
列
従
隊
で
歩
い
て
い

る
の
で
す
。
地
方
の
学
校
か
ら
動
員
で
来

た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
時
す
で
に
七
、八
千

メ
ー
ト
ル
の
高
度
に
敵
機
の
銀
影
が
認
め

ら
れ
、
私
は
思
わ
ず
「
オ
ー
イ
、
引
率
者

は
誰
か
、
あ
れ
は
敵
機
だ
ぞ
、
百
メ
ー
ト

ル
前
方
左
側
に
防
空
壕
が
あ
る
、
馳
足
進

め
」
と
号
令
式
に
怒
鳴
る
と
、
先
頭
か
ら

駆
け
出
し
た
の
で
、
私
は
一
応
自
室
に
帰

り
、
所
定
の
防
空
壕
へ
入
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
瞬
間
「
ド
カ
ン
」
と
い
う
爆
弾
の

炸
裂
音
を
す
ぐ
近
く
に
聞
き
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
何
程
の
時
間
で
あ
っ
た
か
、
Ｂ
29

の
百
余
機
か
ら
落
と
す
一
ト
ン
爆
弾
の
炸

裂
が
続
き
、
壕
口
付
近
に
落
下
の
時
は
あ

た
り
が
真
暗
に
な
り
、
建
物
火
災
の
と
き

は
真
っ
赤
に
な
る
の
で
し
た
。
爆
弾
投
下

の
と
き
は
地
響
き
と
共
に
建
物
が
大
き
く

揺
れ
、
今
に
も
潰
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

不
安
に
お
の
の
く
間
は
随
分
長
い
時
間
に

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
空
襲
直
後
、
六
月
に

は
広
海
軍
工
廠
も
十
一
空
敞
に
編
入
さ
れ

作
業
体
制
の
建
て
直
し
に
努
力
し
ま
し
た

が
事
務
室
な
ど
は
可
燃
物
の
全
部
が
焼

失
し
て
、
た
だ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
の
残
骸

に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

司
会
者

　

川
本
さ
ん
は
当
日
消
防
隊
員
と
し
て

家
庭
を
見
る
暇
も
な
く
ひ
た
す
ら
公
務

に
従
事
さ
れ
た
一
人
で
す
が
、
当
日
の
状

況
は
。

川
本
富
作

　

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
二
十
万
人
を

越
え
る
尊
い
人
命
を
奪
れ
た
の
で
す
が
、

中
で
も
、
子
供
や
年
老
い
た
人
た
ち
が
爆

死
し
、無
残
の
き
わ
み
で
し
た
。
当
時
、市

民
は
誰
も
原
子
爆
弾
と
は
知
ら
ず
、
あ
れ

が
空
中
爆
雷
だ
と
か
、
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
に

爆
弾
を
落
と
し
た
の
だ
と
か
言
っ
て
い
ま

し
た
。
当
日
私
は
市
消
防
隊
の
部
員
で
皆

実
町
分
隊
に
勤
め
、
た
ま
た
ま
午
前
八
時

の
交
代
で
望
楼
勤
務
に
つ
く
と
警
戒
警
報

解
除
で
し
た
が
、
西
方
面
に
飛
行
機
の
音

が
聞
こ
え
だ
す
と
、
階
下
の
勤
務
者
か
ら

「
敵
機
か
友
軍
機
か
よ
く
見
張
り
を
せ
よ
」

と
の
指
令
を
受
け
ま
し
た
。
ま
も
な
く
西

方
に
花
火
の
よ
う
な
光
を
見
た
の
を
今
で

も
ハ
ッ
キ
リ
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

あ
っ
と
思
っ
た
そ
の
瞬
間
、
右
顔
面
に

熱
さ
を
感
じ
爆
風
で
身
体
は
よ
ろ
め
き
、

戦
闘
帽
は
吹
飛
び
、
望
楼
は
足
下
か
ら
崩

れ
落
ち
、
そ
れ
と
共
に
私
も
四
階
か
ら
落

下
し
た
の
で
、
す
で
に
死
を
覚
悟
し
て
い

ま
し
た
。
幸
い
途
中
身
体
を
つ
き
さ
す
事

も
な
か
っ
た
の
で
す
。
土
煙
の
中
を
見
れ

ば
階
下
の
人
は
机
等
の
支
え
で
異
状
な

く
、
そ
の
一
人
か
ら
川
本
君
顔
が
血
ま
み

れ
だ
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
驚
い
て

近
く
の
病
院
を
た
ず
ね
手
当
て
を
受
け

ま
し
た
。
八
月
の
事
と
て
誰
も
半
袖
シ
ャ

ツ
、半
ズ
ボ
ン
。
そ
の
人
た
ち
が
病
院
に
押

し
よ
せ
て
ゴ
ッ
タ
返
し
ま
し
た
。
私
の
前

に
立
っ
た
人
も
顔
面
、
腹
、
足
が
大
火
傷

で
治
療
も
何
も
で
き
ぬ
あ
り
さ
ま
。
病
院

は
ま
た
窓
硝
子
の
破
片
で
足
も
踏
め
な
い

の
で
す
。
私
は
幸
い
制
服
だ
っ
た
の
で
顔

だ
け
の
火
傷
で
し
た
が
、
白
い
う
ど
ん
粉

の
よ
う
な
薬
を
も
ら
っ
て
自
分
で
塗
り
、

出
張
署
に
帰
っ
て
見
れ
ば
、
専
売
局
方
面

か
ら
川
向
う
東
千
田
町
、
鷹
ノ
橋
方
面
が

火
炎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
折
か
ら

宇
品
分
隊
が
掛
け
つ
け
た
の
で
皆
実
町
分

隊
は
そ
れ
に
合
流
し
て
、
専
売
局
方
面
の

消
火
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
二
，

三
の
負
傷
者
は
留
守
部
隊
と
し
て
守
備
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　

妻
は
家
屋
の
下
敷
と
な
っ
て
死
亡
。
長

女
は
広
島
市
立
高
女
の
先
生
十
名
、
学
友

六
百
六
十
九
名
と
運
命
を
共
に
し
、
全
く

涙
新
た
な
も
の
を
覚
え
ま
す
。

司
会
者

　

三
ケ
本
さ
ん
あ
な
た
は
お
二
人
の
子
供

さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
気
の
毒
な
方
で
あ

り
、
仏
の
道
を
教
え
ら
れ
る
お
寺
さ
ん
で

あ
り
ま
す
が
、
特
別
の
ご
感
想
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
…
…
。

三
ケ
本
義
映

　

幾
多
の
春
秋
を
残
し
て
戦
争
の
犠
牲

に
な
っ
た
子
供
の
親
と
し
て
、
等
し
く
た

だ
可
愛
そ
う
で
、
こ
ん
な
戦
争
が
な
か
っ

た
ら
と
、
恨
の
数
々
を
く
り
か
え
し
て
い

る
が
、
私
は
因
果
自
然
の
道
理
を
聞
か
せ

て
頂
い
て
居
り
ま
す
の
で
、
悲
し
み
の
中

に
も
一
つ
の
信
念
に
生
き
て
お
り
ま
す
。

二
人
の
子
供
を
亡
く
し
た
一
時
の
悲
し
み

は
痛
烈
で
し
た
が
他
に
目
を
転
ず
る
と
、

あ
の
戦
争
の
た
め
に
余
り
に
も
大
き
な
犠

牲
が
払
わ
れ
て
い
る
事
で
す
。
子
供
を
戦

場
に
失
っ
た
老
先
短
い
父
母
、
夫
や
父
を

亡
く
し
た
母
と
子
、
そ
れ
ら
数
々
の
人
た

ち
こ
の
事
を
思
う
時
、
自
分
一
人
が
悔
や

ん
で
ば
か
り
い
て
は
な
ら
ぬ
、
大
体
人
生

の
出
来
事
は
因
果
の
道
理
か
ら
納
得
す
べ

き
で
あ
る
。
あ
あ
し
た
時
代
に
生
ま
れ
、

あ
あ
し
た
戦
争
に
よ
っ
て
死
ん
で
い
か
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
子
供
そ
れ
自
身
の
宿

業
で
あ
り
、
親
の
立
場
か
ら
言
う
と
、
あ

あ
し
た
事
縁
に
よ
っ
て
可
愛
い
子
供
を
亡

く
し
て
悲
し
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
因
縁
は
親
自

身
の
持
っ
て
生
れ
た
宿
業
で
、
他
を
恨
む

の
は
間
違
い
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
で
す
。

　

責
任
を
言
え
ば
日
本
人
共
同
の
責
任
、

い
や
人
類
共
同
の
責
任
と
考
う
べ
き
で

し
ょ
う
。「
あ
や
ま
ち
は
再
び
く
り
か
え
し

ま
せ
ん
」。
戦
争
放
棄
の
一
念
が
一
番
よ
く

そ
の
責
任
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

今
後
国
民
は
平
和
建
設
の
た
め
に
あ
ら

ゆ
る
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
こ
れ
一
筋
に
邁

進
し
て
平
和
世
界
を
実
現
す
る
こ
と
が
、

亡
き
子
供
た
ち
の
死
を
犬
死
に
さ
せ
な
い

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

終
戦
直
後
、
山
口
県
大
島
郡
白
木
の
お

寺
へ
僧
侶
姿
で
こ
ら
れ
「
私
は
今
道
心
で

す
。
自
分
は
広
島
二
中
の
一
年
生
受
持
の

教
員
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
時
に
三
百

人
も
子
供
を
死
な
せ
た
の
で
こ
れ
か
ら
は

教
員
を
や
め
て
子
供
た
ち
の
菩
提
を
弔
っ

て
や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。」と
言
わ
れ
た
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あ

と

が

き

ご
寄
付
お
礼

方
が
あ
り
ま
し
た
。
何
と
い
う
尊
い
姿
を

拝
見
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
残
念
な
こ
と

に
そ
の
方
の
お
名
前
を
覚
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
相
す
ま
な
く
思
っ
て
い
ま
す
が
今
ど

う
し
て
居
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

司
会
者

　

大
橋
さ
ん
、
あ
な
た
は
、
お
医
者
さ
ん

で
す
が
…
…
。

大
橋
年
見

　

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
の
惨
禍
は
、
今

な
お
彷
彿
と
し
て
眼
に
浮
び
戦
慄
を
覚

え
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
被
爆

者
は
死
亡
率
の
高
さ
を
示
し
て
お
り
、
若

年
で
被
爆
し
た
も
の
は
高
年
で
被
爆
し
た

も
の
に
く
ら
べ
死
亡
率
が
う
ん
と
高
く
、

ま
た
白
血
病
は
確
か
に
増
加
し
て
い
て
致

命
的
症
状
で
も
あ
り
ま
す
が
被
爆
者
は

白
血
病
を
お
こ
し
得
る
他
の
原
因
に
は
職

業
人
と
し
て
も
、
公
害
環
境
に
お
い
て
も

近
寄
ら
な
い
方
が
よ
い
の
で
す
。
放
射
線

被
害
に
よ
っ
て
甲
状
腺
癌
が
発
生
し
得
る

事
は
確
実
で
あ
り
、
そ
の
他
放
射
線
に

よ
っ
て
水
晶
体
に
混
濁
が
お
こ
り
得
る
事

は
確
実
で
胎
児
の
出
生
後
頭
囲
が
小
さ

く
知
能
遅
延
を
伴
う
も
の
の
あ
る
こ
と
も

分
か
っ
て
お
り
、
爆
心
地
か
ら
の
距
離
的

分
布
か
ら
み
て
放
射
線
被
害
に
基
因
し
て

小
頭
症
が
発
生
し
う
る
こ
と
は
確
実
で
あ

り
ま
す
。
以
上
恐
る
べ
き
原
爆
症
に
犯
さ

れ
臥
床
療
養
に
専
念
し
て
お
ら
れ
る
方
々

の
ご
心
中
は
お
察
し
す
る
に
忍
び
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
よ
き
教
訓
と
し

て
再
び
か
か
る
悲
劇
の
起
ら
ぬ
よ
う
に
祈

念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。　
（
次
号
へ
続
く
）

　

ち
ょ
っ
と
気
が
早
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
プ
ロ
野
球
セ
・
リ
ー
グ
の
今
年
の
新

人
王
は
誰
に
な
る
の
か
、
と
て
も
気
に
な

り
ま
す
。
昨
年
は
、
赤
ヘ
ル
の
森
下
投
手

が
獲
得
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、デ
ビ
ュ
ー

か
ら
の
連
続
試
合
無
失
点
記
録
を
塗
り
替

え
た
栗
林
投
手
が
獲
得
し
て
く
れ
る
こ
と

を
、
赤
ヘ
ル
フ
ァ
ン
は
待
ち
望
ん
で
い
ま

す
。
栗
林
投
手
が
ラ
ン
ナ
ー
を
出
し
た
時

に
見
せ
る
、
懸
命
に
踏
ん
張
っ
て
い
る
顔
、

一
挙
一
投
足
に
、
皆
さ
ま
も　

ハ
ラ
ハ
ラ
ド

キ
ド
キ
、毎
回
手
に
汗
握
っ
て
、熱
い
声
援

を
送
り
、
最
後
の
打
者
を
打
ち
取
っ
た
瞬

間
、
拳
を
突
き
上
げ
て
「
ヤ
ッ
タ
ー
！
！
」

と
何
度
大
歓
声
を
上
げ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
頑
張
れ
！
栗
林
！

（
本
地
正
治
）

　

令
和
２
年
11
月
か
ら
令
和
３
年
５
月
ま

で
に
、
次
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
志
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

國　

本　

悦　

郎　

様

　
　

能　

美　

直　

哉　

様

（注）1　慰霊塔付近の清掃は，午前9時30分からです。雨天の場合も実施します。
　　　2　左欄は、慰霊塔付近の清掃後「西向寺」で読経。
　　　　右欄は、行事がないときは清掃後解散。
　　　　なお、「西向寺」様の都合によって、日程変更する場合があります。
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年 月 日 曜 清掃後読経 月 日 曜 清掃（行事がないときは解散）

令
和
３
年

4
5 月 4 21 水 監事会(県社会福祉会館)

４ 30 金

5 6 木
理事会(西向寺)
(令和2年度事業報告・決算の承認)

5 20 木
定時評議員会(西向寺)
(令和2年度事業報告・決算の承認)

6 7 月 6 21 月

7 7 水
追悼式打ち合せ会（役割分担等）
会報「ともしび」封筒入れ（西向寺）

7 21 水

8
5 木 供養会

8 20 金
6 金 第65回原爆死没者追悼式

9 8 水 追悼式反省会(西向寺) 9 22 水
10 6 水 10 20 水
11 8 月
12 6 月 会報「ともしび」封筒入れ（西向寺） 12 17 金 研修会（西向寺）

令
和
４
年

1 6 木
2 7 月

3 7 月 3 23 水
理事会･臨時評議員会(西向寺)
(令和4年度事業計画・予算承認)

令和３年度　行事予定表

ご
寄
付
い
た
だ
く
際
に
は
、
左
記
の
口
座

へ
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

振
替
口
座　

０
１
３
０
０

－

６

－

８
８
５
８

　

一
般
財
団
法
人 

広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会


